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!

暉
用
語
の
研
究
に
つ
い
て
の

一
試
論

そ
の

一
i

　4

林

圓

照

は
じ
め
に

問

。

無

念

と

は
ど

う

い
う

こ
と

で
す

か

。

答

。

そ

れ

は
有

る
と

か
無

い
と

か
を

念

じ
な

い
こ

と
、

善

い
と

か

悪

い
と

か
を

念

じ

な

い

こ
と
.

邊

際

が

あ

る

と

か
邊
際

が

な

い
と

か

を
念

じ

な

い

こ
と
、

限

量

が

あ

る

と

か
限
量

が

な

い

と

か

を
念

じ
な

い

こ
と

で

あ

る
。

菩

提

を
念

じ
な

い
こ

と
、

菩

提

を
以

つ
て
念

(
心

の
定

め
)

と

し

な

い

こ
と
、

浬

葉

を

念

じ

な

い

こ
と

、
渥
葉

を
以

つ
て

念

と

し
な

い

こ
と

で
あ

る

。

1

こ
れ
が
無
念
で
あ
る
。

こ
の
無
念
が
師
ち
般
若
波
羅
蜜

　

　

　

　

で
あ
り
、
こ
の
般
若
波
羅
蜜
が

一
行
三
昧
に

ほ

か
な

ら

な

い
。

こ
の
問
答
は
荷
澤
神
會

(六
六
八
ー
七
六
〇
)の
設
法
と
し
て

『
菩
提

達
摩
南
宗
定
是
非
論
下
』

に
録
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
中
に
用
い
ら

　

　

　

　

れ
た

一
行
三
昧
と
い
う
語
は
神
會
の
無
念
暉
の
思
想
を
表
詮
す
る
暉

用
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
佛
教
學
的
背
景
を
も

っ
用

語
で
も
あ
る
。
シ
ナ
輝
の
思
想
を
表
わ
す
暉
用
語
が
、

い
わ
ゆ
る
教

學
的
な
背
景
、

ま
た
シ
ナ
思
想

一
般
の
影
響
の
場
で
形
成
さ
れ
た
も

の
と
す
れ
ば
、

暉
用
語
の
僻
書
的
な
解
説
で
は
な
く
し
て
そ
の
思
想

史
的
、
機
能
的
な
意
味
を
通
し
て
そ
こ
に
含
ま
れ
る

意
義
を
明
確
に

把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
が
縄
思
想
濁
自
の
立
場

を
理
解
す
る
上
で
の
基
礎
と
な
る
も
の
と
し
て
、

こ
の
小
論
を
試
み

る
課
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
の

一
と
し
て

「教
學
的
背
景
を
も
つ

輝
思
想
の
用
語
」
の
例
に

一
行
三
昧
を
選
ん
だ
。

一

一
行

三
昧

の
語

は
梵

語

の
《

Φ
冨

く
旨

げ
甲
ω
9
日
91
α
巨

》

ま

た

は

《

㈹

①
閃
欝

震

○

鼠

日
9

ω
9
ヨ
98
α
ぼ

》

の
繹

語

と

し

て
當

て
ら

れ
、

通
常

「
法
界

の

一
相

で
あ

る

こ

と
、

印

ち
眞

如

李

等

の
理

を
観

察

す

る

三

昧
」

と

い
う

意

に
解

さ

れ

て

い
て
、

シ
ナ
佛

教

思
想

史

の
上

で
は

華
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嚴
、
天
壷
、
繹
、

浮
土
な
ど
を
通
じ
て
各
々
そ
の
意
義
を
も
つ
て
い

る
。

こ
の
三
昧
の
語
は
般
若
経
典
を
背
景
と

し
て
い
る
が
、

特
に

『文
殊
師
利
所
説
般
若
波
羅
蜜
経
下
』

に
そ
の
内
容
が
示
さ
れ
て
い

る
の
は
周
知
の
と
う
り
で
あ
る
。

こ
の

『文
殊
論
般
若
経
』
に
は
梁

の
曼
陀
羅
仙
課
と
僧
伽
婆
羅
澤
と
の
二
澤
が
あ
り
、

又
こ
の
経
に
該

當

す
る
玄
　
課
の

『
大
般
若
経

第
五
七
五
、
第
七
會
』
の
曼
殊
室
利
分

あ
る
い
は

『
大
寳
積
経
第

=

六
、
第
四
九
會
中
第
四
六
會
』
の
文
殊
説

般
若
會
、
『
華
手
経
巻
+
』
の
法
門
品
な
ど
の
諸
経
に
も
こ
の
三
昧
が

㈹

説
示
さ
れ
て
い
る
。
曼
陀
羅
仙
の
所
繹

(五
〇
三
年
)
を
中
心
に
考
察

し
て
行
く
と
、

一
行
三
昧
と
は

「
法
界
は

一
相
な
り
、

法
界
を
繋
縁

　

　

　

　

す
る
、是
れ
を

一
行
三
昧
と
名
つ
く
」
と
あ
り
、
大
般
若
経
で
は

「
法

　

　

　

　

　

界
の
相
を
以
つ
て
荘
嚴
と
な
す
、

こ
の
故
に
名
づ
け
て

一
相
荘
嚴
三

、

、

ω

摩
地
と
な
す
」
と
あ
る
。

一
相
で
あ
る
法
界
を
繋
縁
す
る
こ
と
、

印

ち
法
界
の
李
等
な
る
す
が
た
を

心
に

か

け

る

輝
定
を
意
味
し
て
い

る
。
更
に
こ
の
三
昧
に
入
る
方
式
と
し
て
次
の
二
種
類
を
學
げ
て
い

る
。第

一
は
ま
ず
甚
深
で
あ
る
般
若
波
羅
蜜
の
法
を
聴
聞
し
、
請
問
し
、

修
學
し
て
こ
の
三
昧
に
入
り
、

法
界
縁
の
如
く
不
退
、
不
壊
、
不
思

議
、
無
硬
、
無
相
な
る
を
得
る
も
の
と
、

第
二
は
空
閑
の
庭
に
諸
の
齪
意
を
捨
て
、

結
跡
跣
坐
し
て
相
貌
を

取
ら
ず
、
心
に

一
佛
を
繋
け
て
名
字
を
專
構
し
佛
の
方
虞
に
随
つ
て

端
身
正
向
し
、
念
々
相
績
し
て
念
中
に
三
世
の
諸
佛
を
見
、

そ
の
法

紛

界
の
無
差
別
な
る
す
が
た
を
知
る
三
昧
に
入
る
も
の
と
で
あ
る
。

印
ち
、
前
者
は
般
若
波
羅
蜜
に
よ
つ
て

眞
如
李
等
の
理
を
観
ず
る

三
昧
で
あ
り
、
後
者
は
構
名
念
佛
に
よ
つ
て
諸
佛
を
見
る

一
行
三
昧

と
見
倣
さ
れ
る
課
で
あ
る
。
『
大
乗
起
信
論

修
行
信
心
分
』
の
眞
如
三

昧
を
記
述
す
る
庭
に

「是
の
三
昧

(眞
如
三
昧
を
指
す
)
に
依
る
が
故

に
、
則
ち
法
界
は

一
相
な
り
と
知
る
。
い
わ
く
、

一
切

の
諸
佛
の
法　

身
と
衆
生
身
(新
課
で
は
心
)
と
は
李
等
に
し

て
無
二
な
れ
ば
、
部
ち

一

　

　

　

行
三
昧
と
名
つ
く
。
當
に
知
る

べ
し

眞
如
は
是
れ

三
昧
の
根
本
な

り
。
若
し
人

に

し

て

修
行
す
れ
ば

漸
々
に
能
く
無
量
の
三
昧
を
生

㈹

ず
」
と
読
か
れ

一
行
三
昧

(新
課
で
は
一相
三
昧
)
が

畢
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
眞
如
三
昧
に
よ
つ
て
眞
如
の
勝
徳
で
あ
る
法
界
の

一
相

な
る
こ
と
を
謹
得
す
る
虞
を

一
行
三
昧
と
稽
し
た
の
で
あ
る
。
眞
如

が
無
量
三
昧
の
根
源
で
あ
る
と
説
か
れ
る
貼
か
ら
も
、

こ
れ
は
文
殊

般
若
の
前
節

(第
一
の
場
合
)
と
同
趣
で
あ

る
と
思
う
。
澤
土
…教
家
に

あ
つ
て
も
念
佛
門
を

一
行
三
昧
と
呼
ぶ
立
場
が
あ
る
。

そ
れ
は
曇
鷺

(四
七
六
ー
六
四
五
)
の

『
讃
阿
彌
陀
佛
偶
』

で
文
殊
般
若
が
依
用
さ
れ

る
の
に
始
ま
り
、
道
緯
(
五
六
七
ー
六
四
五
)
の

『
安
樂
集
下
』
に
般
舟

三
昧
と
文
殊
般
若
の

一
行
三
昧
の
後
節
(第
二
の
立
場
)と
を
念
佛
三
昧

と
し
、
次
い
で
善
導
(六
一
三
-
六
八
一
)
の

『
往
生
禮
讃
』
の
前
序
に

こ
の

一
行
三
昧
を
專
構
佛
名
の

一
行
と
し
て

引
謹
し
そ
の
意
義
に
轄

用
さ
れ
る
に
至
つ
て
そ
の
立
場
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

邸
ち
文
殊
般

　

　

若
の
第

一
を
直
ち
に
眞
如
法
界
は
李
等

一
相
な
り
と
観
ず
る
理
観
の
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も

一
行
三
昧
、
第
二
を
構
名
の
一
行
に
よ
つ
て
佛
に
ま
み
え
る
事
観
の

ω

、

、

、

、

立
場
で
あ
る
と
分
別
す
る
。

そ
し
て
第
二
の
事
の

一
行
念
佛
三
昧
に

よ

つ
て
彌
陀

一
佛
を
心
に
か
け
る
と
決
定
し
て
、
樗
名
念
佛
の

一
行

專

修
を
強
調
す
る
の
に
適
切
な
聖
道
教
典
か
ら
の
敏
謹
と
し
て
、

文

殊
般
若
の

一
行
三
昧
を
依
用
す
る
の
が
、

浮
土
門
に
お
い
て
の
基
本

思
想
で
あ
る
。

ま
た
天
壷
の
實
践
が

説
か

れ
て
い
る

『摩
詞
止
観
ニ
ノ
上
』
の
修

大
行
に
お
い
て
よ
く
知
ら
れ
る
四
種
三
昧
を
學
げ
て
い
る
が
、

そ
の

第

一
の
常
坐
三
昧
も
交
殊
般
若
の

一
行
三
昧
に
基
づ
く

も

の

で
あ

る
。

一
期
九
十
日
間
、

空
閑
の
地
に

一
佛
に
向
つ
て
結
跳
正
坐
し

一

佛
名
を
稔
え
、
あ
る
い
は
、

ひ
と
え
に
法
界
を
念
じ
て
そ
の
李
等
で

あ
る
實
相
を
観
ず
る
三
昧
で
あ
る
。

理

・
事
爾
観
に
從

つ
て
考
察
す

れ
ば
事
観

(念
佛
)
の
方
便
に
よ
り

理
観

(
一
實
相
)
へ
と
い
う
方
向

に
理
解
で
き
る
。

こ
の
止
観
成
就
の
た
め
の
三
昧
は
明
ら
か
に
文
殊

般
若
の

一
行
を
縫
ぐ
も
の
で
あ
り
、
理

・
事
爾
面
(第

一
と
第
二
)
を
兼

ね
修
め
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

註
ω

『
慶
貌
趙
元
任
先
生
六
十
五
歳
論
文
集
下
珊
』
中
、
胡
適
の

「
新
校
定

的
敦
燈
窩
本
淋
會
和
尚
遺
著
爾
種
」

に
牧
め
ら
れ
て
い
る
。

「
云
何
無
念

?
所
謂
不
念
有
無
、
不
念
善
悪
、
不
念
有
邊
際
無
邊
際
、

不
念
有
限
量
無

限
量
。

不
念
菩
提
、
不
以
菩
提
爲
念
。
不
念
浬
藥
、
不
以
浬
葉
爲
念
。
是

爲
無
念
。
是
無
念
者
印
是
般
若
波
羅
蜜
。
般
若
波
羅
蜜
者
、
帥
是

一
行
三

昧
」

八
五
三
頁
、
神
會
の
自
問
自
答
の
説
法

で
あ
る
。
『
神
會
和
陶
遣
集
』

国
参
照
。

②

『
翻

課
名

義

大

集
』

(冨
p
げ
蓼

同
口
な

暮

江
)

五
九

二
頁

、

国
閃
ρ
〈
団
q
げ
o

昌
働
白
p

ω鋤
已
91畠
げ
智

(
梵
)
しd
犀
o
阜
℃
@

σQ
9
σQ
も
9
ω
げ
①
。D
ウ
団
曾
げ
α
誓

怠
㍗

臣
Φ
ヴ
α
ωぎ

(藏

)
、
一
布

置

爲
二
輝

定

一
、
一
相

荘

嚴

三
摩

地
、

(唯

一
荘

嚴

と

名

つ
く

る
輝

定
)
あ

る

い
は
五

九

四
頁

、
国
犀
91
閃
震

O

ロ
91日
ρ

。・
9
ヨ
画
α
げ
暑

(梵
)
図
舜

臼

・窟

αQ
一
。αq
・ぎ

σq
団
罎

も
9

ω
9

ω-ξ

㌣
9

甘

伴
洋

出
。
#
自
ω貯

(藏

)
衆

輪

爲

γ
一
輝

定

、
一
行

相

三
摩

地

、

(衆

相

攣

じ

て

一
相

と

な
る

と

云
え

る
輝

定

)
と

す
る
。

望

月

辮
典

(
第

一
巻

、

=

二
〇
f

=

一二

頁
)

参

照
。

切
信
α
α
亘
ω
什
寓
団
げ
H乙

QD
g
U
①吋
H
一け

∪
け
江
o
昌
ρ
H
団
●
弓
レ
α
ω
.び

は

め
緯
帥
ω帥
げ
僅
ω
比
閃
甲
℃
H
㊤
冒

似
や
91
H9
白
犀
似
℃
.一誌

ω
燭
N
を

あ
げ

て

い
る
漕

㈲

『
文

殊

説
般

若

経

』

(
正
藏

八

・
七

三

一
、

a
b

c
、

)
、
信

伽

婆

羅
謬

(正

藏
、

八

・
七

三

八

a
i

)

で
は

}
行

三
昧

の
語

は
見

ら

れ

な

い
。
『
大

般

若
経

』

(
正
藏

、

七

・
九

七

二

a
b

c
)

こ

こ

で
は

一
相
荘

嚴

三
摩

地

で
あ

る
。

『
大
寳

積

経

』

(正

藏
、

一

一
・
六

五

五
b

G
-

六

五
六

a
)
、

『
華

手

経
』

(
正

藏
十

六

・
二
〇

三

c
ー

二
〇

四

a
b

c
)

こ

こ
で
は

一
相

三
昧

で

あ
る

。

ω

(
正
藏

八

・
七

三

一
a
)

(
正
藏

七

・
九

七

二

a
)

㈲

「欲

入

一
行

三
昧

、

當
先

聞

般

若
波

羅
蜜

(大
般

若

は
先
懸

聴

聞

請

間

修

學

…
)

如

説
修

學

然
後

能

入

一
行

三
昧
、

如

法
界

縁

不
退

不
壌

、

不
思

議

無

硬

無
相

」

(
第

一
の
立

場
)

欲

入

一
行

三
昧

鷹
慮

空

閑

捨
諸

齪

意

、

(
大
般

若

に
は

結
蜘

跣

坐

の
語

あ

り
)

不
取

相

貌
、

繋

心

一
佛

、

專

構
名

字

、
随

佛

方

所
、

端

身

正
向

、
能

於

「
佛
念

念

相
績

、

即

是
念

中

能

見

過

去
未

來

現
在

諸
佛

…

…

如
是

入

一
行

三
昧
者

壷

知

恒
沙

諸

佛
法

界

無

差

別

相

、
」
(
第

二

の
立

場
)

㈲

「
起

信

論
」

(
正
藏

三
二

・
五
七

二
、

a
b
)

(
正
藏

三

こ

・
五
九

〇

、

b

c
)

「
義

記
」
下

(
正

藏

四
四

・
二
八

四

a
)

「
元
曉

疏

」
下

(
ニ
ー二

三
b
)

に
も
文

殊

般

若

の
理

の

一
行

三
昧

を
引

詮

し

て

い
る
。

「
筆

削
記

」

(
四

〇

〇

c
)
に

は

「法

界

】
相

者
所

縁

之
境

、

繋
縁

法

界

者
慧

即

能
縁

之

心

也

、

・無

心

諦

理
與
境

冥
合

故

」
と

繹

し

て

い
る
。

胤田

「讃

阿
彌

陀
佛

偶

」

(
正
藏

四

七

・
四

二
〇

1

)
「
安

樂

集
」
下

(正

藏

四

七

・

一
四

C
I

一
五

a
)
こ
こ

で
は
「
華

手

経

(花

首
脛

)
」
の

一
相

三
昧

と
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文

殊
般

苦

の

一
行

三
昧

と

が

あ
げ

ら

れ

る

。「
往

生
禮

讃
」
(正

藏

四

七

・
四

二

一
九

a
)

良
忠

の
「
禮
讃

私
記

」
上

(
浄
全

、

四

・
三
八

三
頁

)

に
、

理

観

と
專

繕

(
事
)
の
立

場

を
と

い
て

い
る
。

そ

の
他

、

善
導

の

「
観

念

法

門
」
、

善

道

の

「
念
佛

鏡

」

(
正
藏

四

七

・

一
二
ニ
ー

)
第

一
勧

進

念
佛

門

、

飛

錫

の

「
念
佛

三
味

宝

王
論
」

(正

藏

四

七

・

一
四

二

a
)

無

心
念

佛

理

事
墾

修

門
第

十

五
、
一、楽

邦

文
類

」

(
正
藏

一
五
〇

a
)

天
豪

止

凱

の

一
行

(常

坐

)
と
輔

行

繹

を

い
れ

て

い
る
。

「
五
方

便

念
佛

門
」

(正

藏

四

七

・
八

二

c
)

大
寳

積

経

を
引

く

。
良

忠

の
「安

樂

集

私
記

下
」

「
禮

讃

聞
記

中
」
、

永
観

の

「
往

生

十

因
」
、

「
観
経

疏

玄

義
分

記
」

四
、

了

轡

の

「
繹
浮

土

一.一

藏
義

二
十

一
」

な

ど
、

庭

々
に
論

説

さ

れ

て

い
る
。

圖

「
摩

詞

止
観

ニ

ノ
上
」

(
正
藏

四
六

.

一

一
a
)

「
止

観
輔

行

傳

弘
決

集
」

二
之

一

「
観

心
論

疏

三
」

(
正
藏

四
六

・
六

〇
〇

b
)
尚

、

止

観

は

一
行

三
昧

は
文
殊

問

般

若
と

文

殊
説

般

若

を
敏

讃

と

す

る
が
文

殊

問
般

若

に
は

一
行

三
昧
と

い
う

語

は

な

い
。

専

繕

佛
名

と

餓
悔

供

養

、
九

十

日
間

の
行

儀

を
制

す

上

で

の
教
詮

で
あ

ろ
う

か

。

(
注
)
本

論

の
引

用

箇
所

は
全

て
書

下

し
、

ま

た

は
取

意

の
文

と

し

た
。

二

さ
て
文
殊
般
若
の

一
行
三
昧
に
お
け
る
般
若
行
と
念
佛
と
の
二
面

か
ら
各
々
の
立
場
を
見
た
の
で
あ
る
が
、

輝
思
想
で

一
行
三
昧
の
語

が
如
何
に
取
り
扱
わ
れ
る
か
が
こ
の
論
の
課
題
で
あ
つ
た
。

唐
代
の

中
葉
に
お
い
て
教
と
輝
と
の
融
會
を
提
唱
し
た
圭
峯
宗
密

(七
八
〇

ー
八
四
一
)
の

『
暉
源
諸
詮
集
都
序
上
』
に

「頓
に
自
心
は
本
來

清
浮

で
あ
つ
て
無
漏
の
智
性
を
自
ず
か
ら
具
足
し
畢
寛
、

佛
と
異
な
る
こ

と
な
し
と
悟
つ
て
、
こ
の
理
に
よ
つ
て
修
す
る
輝
」
を
最
上
乗
暉
と　

 

し
達
摩
相
傳
の
暉
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
が
、

こ
の
暉
を

一

　

　

　

行
三
昧
と
も
眞
如
三
昧
と
も
呼
び

一
切
三
昧
の
根
本

(理
の
面
か
ら
)

で
あ
つ
て
念
々
修
習
す
れ
ば
自
然
に
百
千

三
昧

(事
の
面
か
ら
)
を
漸

得
す
る
と
読
く
黙
な
ど
か
ら
文
殊
般
若
の
理
の

一
行
三
昧
に
當
る
起

信
論
の
立
場
と
説
き
方
が
同
趣
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
宗

密
の
三
宗

(輝
)
・
三
教

(教
)
の
教
到
論

に
お
い
て
輝
の
江
州
宗
と

荷
澤
宗
に
該
當
す
る

「
直
に

心
性
を
顯
わ
す
宗
」
と

「眞
心
は
即
性

な
り
と
顯
示
す
る

一
乗
教
」
と
の
實
践
面

で
の

一
致
を
述
べ
る
庭
に

「
も
し
煩
噛
微
薄
に
し
て
慧
解
明
利
な
る
も
の
に
は
本
宗
本
教
の

一

行
三
昧
に
よ
ら
し
む
」
と
読
い
て
い
る
。

そ
こ
に
起
信
論
の
修
止
の

立
場
、
金
剛
三
昧
経
の
無
生
不
住
の
縄
、

澤
名
経
の
宴
座
、
な
ど
を

引
謹
し
「髄

(理
を
指
す
)
に
よ
つ
て
行
を
起
し
、
修
し
て
無
修
な
り
」

㈹

と
読
く

一
行
三
昧
で
あ
る
。
宗
密
が
荷
澤
暉
の
祀
師
と
し
た
荷
澤
神

會
の

『語
録
三』

に
は
金
剛
般
若
経
を
請
持
す
れ
ば

こ
の
経
の
威
徳

力
の
故

に
先
世
の
重
罪
業
障
を
清
滅
し

一
行
三
昧
に
入
る
こ
と
を
得

ゆ

　

　

　

　

る
と
す
る
方
法
と
、
は
し
が
き
で
述
べ
た
よ
う
に
、

無
念
が
即
ち
般

若
波
羅
蜜
で
あ
り
、

そ
れ
が
印
ち
無
相
の
法
界
に
達
す
る

一
行
三
昧

に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
立
場
と
が
あ
る
。

ま
た

「
無
念
と
は

師
ち

一
境
界
な
し
、
も
し

一
境
界
あ
れ
ば
印
ち
無
念
と
相
慮
せ
ず
。

故
に
諸
知
識
よ
。
如
實
見
と
は
甚
深
法
界

に
了
達
す
る
印
ち
是
れ

一

⑫

行
三
昧
な
り
」
と
い
う
黙
な
ど
か
ら
、

文
殊
般
若
の
引
謹
を
直
接
に

は
指
示
し
て
い
な
い
が
、

能
く

一
切
法
を
撮
し

一
切
行
の
根
本
で
あ
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㈹

る
金

剛
般

若

波

羅

蜜

に

よ

る

「
無

念

」

の
直
謹

を

一
行

三
昧

と

し

て

把

握

し

た
所

に
神

會
録

濁

自

の
意

味

が

窺

わ

れ

る
。

註
⑨

都
序

(
正
藏
四
八

・
三
九
九
b
)

⑳

都
序

(
四
〇
五
b
I

c
)
「起
信
論
」

(
正
蔵

三
二

・
五
八
二
)
「
金
剛

三
昧
経
」

(無
生
行
品
正
藏
九

・
三
六
八

a
)
「
浮
名
経
」
(
巻

一
四

・
五
三

九

c
)

ω

「
菩
提
達
摩
南
宗
定
是
非
論
下
」
(
八
五
二
頁
)
、
神
會
和
尚
遣
集
巻

三

参
照
、

働

同
論

(
八
五
三
頁
)

㈲

同
論

(
八
四
九
頁
)
神
會
和
術
遺
集

(巻

三
ー

剛
八
〇
i

一
八

一
ー
)

「
(崇
)
遠
法
師
問
日
、
輝
師
修
二
何
法
一
?

行
二
何
行
一?

和
上
(神
會
)
答
、

修
二
般
若
波
羅
蜜
法

一、
行
二
般
若
波
羅
蜜
行

一。
遠
法
師
問
、
何
以
不
〆
修
二

絵
行
一
、
唯
猫
二
修
般
若
波
羅
蜜
法

一、
行
二
般
若
波
羅
蜜
行

一?
和
上
答
、修
二

學
般
若
波
羅
蜜
法
「、
能
掘
一二

切
法

一。

行
二
般
若
波
羅
蜜
行
一、

是

一
切

行
之
根
本
。
金
剛
般
若
波
羅
蜜
、最
奪
最
勝
最
第

一
。
無
生
無
滅
無
去
來
、

一
切
諸
佛
從
中
出
。
和
上
言

:
告
諸
知
識
、
若
欲
ゾ
得
下
了
二
達
甚
深
法
界

一、

直

入
申
一
行

三
昧
上
者

.先
須
下
講
二
持
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経

一、
修
學
中
般
若

波
羅
蜜
法
上
」
と
説
い
て
い
る
。

三

『
紳
會
録
』
と

『
六
租
壇
経
』
と
の
思
想
關
係
は
ま
だ
充
分
整
理

さ
れ
て
い
な
い
が
、

一
行
三
昧
と
い
う
観
鮎
か
ら
そ
の

理
解
の
仕
方

に
は
つ
き
り
し
た
相
違
が
見
ら
れ
る
。

師
ち

『
壇
経
定
慧
第
四
』
で

は
コ

行
三
昧
と
は

一
切
時
中
に
、
(ま
た
は
一
切
庭
に
)行
住
坐
臥
に
お

ω

 い
て
常
に
眞
に

一
直
心
を
行
ず
る
是
れ
な
り
」

と
い
つ
て
維
摩
経
の

直
心
是
れ
道
場
、
直
心
是
れ
浄
土
の
立
場
を
詮
檬
と
し
て
い
る
。

こ

の

一
行
三
昧
は
軍
に
無
念
と
し
て
の
般
若
行
の
代
用
語
に
「止
ま
る
の

で
は
な
く
、非
常
に
積
極
的
、
能
動
的
な
意
味
を
展
開
し
て
い
る
。
ま

た

「
迷
え
る
人
は

一
行
三
昧
に
執
し
て
直

ち
に
坐
し
て
動
ぜ
ず
妄
を

除
き
心
を
起
さ
な
い
の
を
、
印
ち
こ
れ

一
行
三
昧
と

い
う
が
こ
れ
は

⑮

無
情
に
同
じ
こ
と
で
却
つ
て
道
を
障
げ

る
因
縁
で
あ
る
」

と
誠
し
め

眞
の
一
行
三
昧
と
は
直
心
を
観
ず
る
の
で
は
な
く
し
て

日
常
の
行
住

坐
臥
に
純

一
な
る
直
心
を
行
す
べ
き
も

の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
如
來
地
、

直
讃
底

の
純
暉
の
立
場
を

一
行
三
昧

の
理
解
の
上
に
明
確
に
示
し
て
い
る
鐸

で
あ
る
。

こ
の
鮎
か
ら

一
行

三
昧
と
い
う
語
は
壇
経
に
お
い
て
始
め
て
暉
的
意
義
を
得
た
と
い
え

る
。
『
般
若
第
二
』
に
は

「善
知
識
よ
。
若
し
甚
深
法
界
及
び
般
若
三
昧

に
入
ら
ん
と
欲
せ
ば
般
若
波
羅
蜜
行
を
直
修
し
、

但
金
剛
般
若
波
羅
㈲

蜜
経

一
巻
を
調
持
せ
ば
、
師
ち
見
性
を
得
、

般
若
三
昧
に
入
る
」
と

述
べ
て
い
る
が
こ
の
般
若
三
昧
は
柿
會
録
所
読
の

一
行
三
昧
と

同
義

で
あ
つ
て
、
壇
経
に
お
け
る
見
性
の
般
若
三
昧
こ
そ
定
慧

一
膿
で
あ

る
無
念
を
現
わ
す
坤
會
の

一
行
三
昧
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

ま
た

『
壇

㊥

経

付
囑
第
+
』
に

一
行

三
昧

の
意
味

が

一
相

と

一
行

と

の
雨

三
昧

と
し

て
學

げ

ら

れ

て

い

る
。

こ
の

こ

と

に
關

連

し

て

『
大
品

般

若

維

巻

三
、

巻
五
』
の
相
行

品

、

問

乗
品

に
も

、

一
相

(あ
る

い
は

一
荘
嚴
)
三
昧

と

⑱

一
行
三
昧
と
を
斑
別
し
て
い
る
の
が
注
意

さ
れ
る
。

師
ち
、

一
相
三

昧
と
は

「是
の
三
昧
に
住
す
れ
ば
絡
に

諸
法
の
二
相
を
見
な
い
」
も

の
で
あ
り
、
一
行
三
昧
と
は
「諸
三
昧
の
此
岸
、
彼
岸
を
見
な
い
」
も
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㈲

の
と
記

述

し

て

い
る
。

『
大

智

度

論

第
四
+
三
、
第
四
+
七
』

で
は

こ

れ

を
繹

し

て

一
相

(
一
荘

嚴
)

三
昧

と

は

「
或

は
有

、

或

は
無
、

空

の
立

場

か

ら

一
切

諸

法

を

皆

一
と
観

じ
、

一
相

の
智

慧
を

も

つ
て

こ

の

三
昧

を

荘
嚴

す

る
故

に
」
、

一
相

(
「
荘
嚴
)
と
樗

さ

れ

る
の

で
あ

り

、

一
行

三
昧

と

は

「
常

に
畢
寛

、

空

と

相
慮

す

る

一
行

で
あ

つ
て
、

こ

の

三
昧

中
、

更

に
絵
行

の
次

第

な
し

と

す

る

三
昧
」

で
あ

る

と

解

説

　

　

　

　

　

し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
あ
と
に
絵
行
を
も
観
ず
る
不

一
行
三
昧
な
ど

も
列
摯
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

こ
の
大
品
般
若
の
一
相
、

一
行
は
相

封
的
に
並
列
さ
れ
た
意
昧
し
か
も
た
な
い
が
、
壇
縄
の

一
相
、

一
行

の
爾
三
昧
は
そ
う
で
は
な
い
。

「印
ち

若
し
種
智
を
成
就
せ
ん
と

欲

せ
ば
須
ら
く

一
相
三
昧
、

一
行
三
昧
に
達
す
べ
し
」
と

説
き
、

一
相

三
昧
と
は

「
若
し

一
切
威
に
お
い
て
相
に
住
せ
ず
、

彼
の
相
中
に
櫓

愛

を
生
ぜ
ず
、
亦
取
捨
も
な
く
、
利
盆
、
成
壊
等
の
こ
と
を
念
ぜ
ず
、

安
閑
悟
静
、
盧
融
澹
泊
な
る
」
三
昧
に
名
づ
け

「
若
し
、
一
切
威
に
、

行
住
坐
臥
に
、
純

一
直
心
に
し
て
道
場
を
動
ぜ
ず
し
て
眞
に
澤
土
を

成
ず
る
」
こ
れ
を

一
行
三
昧
と
呼
ん
で
い
る
。

こ
の

一
行
三
昧
の
静

・
動
爾
面
を
顯
わ
す

一
相

・
一
行
雨
三
昧
に
よ
つ
て
大
地
の
種
子
が

芽
を
出
し
長
養
さ
れ
て
、
そ
の
實
を
熟
せ
し
め
る
よ
う
に
菩
提
の
妙

果
を
誰
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
い

て
次
の
よ
う
な
傳
法
の
頬
を
う

た

つ
て
い
る
。

心
地
は
諸
種
を
含
ん
で
、
普
ね
く
雨
ふ
ら
ば
悉
く
皆
萌
す
、

頓
に

華
の
情
を
悟
り
已
れ
ば
、
菩
提
の
果
自

か
ら
成
ず
。

㈲

こ
の

一
相

・
一
行
の
文
は

『
租
堂
集
第
二
』
の
慧
能
傳
に
も
引
か
れ

㈱

て
い
る
。
馬
祀
下
の
大
珠
慧
海
(八
三
〇
頃
寂
)
の

『
頓
悟
要
門
』
に
も

　

　

　

　

　

　

「
只
、

こ

の
事
、

來

た

る
と
も

受

け
ず

し

て

一
切
庭

に
無

心

な

る

べ

し
、

是

の
如

く

な

る
を

得

る
者

は
印

ち
浬

禦

に
入
り

無

生

法

忍

を
詮

す

。

(
こ
れ
を
)
ま

た
不

二
法

門

と
名

づ

け
、

無

謬

と

名

づ

け

、

一
行

三

昧

と
も

名

つ

く
」

と

い

い
印

ち

こ
れ

は
眞

如

無
得

の
辮

に
ほ

か

な
ら

蹟
と

す

る
と

こ
ろ

は
壇

経

と
同

旨

の
も

の

で
あ

る
。

註
αの

「
六
租
壇
経
」
(
正
藏

四
八

・
三
三
八
)
、
(
正
藏
四
八

・
三
五
二

c
)

㈱

同

(
正
藏

四
八

ニ

ニ
五
二
c
)

「
輝
思
想
史

研
究

二
」
(鈴

木
大
拙
博
士
著
)

二
五
八
頁
で
は
、
敦
焼
本
と
道
元
本
と

の
=

行
三
昧
」

の
項
に
つ
い
て
同
異
を
示
し

て
い
る
。

個

「
善
知
識
、
若
欲

入
甚
深
法
界
入
般
若
三
昧
者
直
修
般
若
波
羅
蜜
行
但

持
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経

一
巻
印
得
見
性
入
般
若
三
昧
」
。

㈲

同

(
三
六

一
a
)

「
須
達

一
相

三
昧

一
行
三
昧
。
若
於

一
切
塵
而
不
住
相
。
於
彼
相
中
不
生

憎
愛
。
亦
無
取
捨
。
不
念
利
盆
城
壌
等
事
。
安
閑
悟
静
盧
融
澹
泊
、
此
名

一
相

三
昧
。
若
於

噌
切
行
住
坐
臥
。
純

{
直
心
不
動
道
場
。
眞
成

浄
土
。

此
名

一
行

三
昧
し
。

「
壇
経
質
」

に
は

コ

行

三
昧
者
。
法
界

一
相
之
謂
也
。

謂
萬
善
錐
〆
殊

皆
正
於

一
行
者
也
」
と
か
、
「
一
行
三
昧
徳
之
端
也
」
な
ど
と

説
明
的
に

あ
げ
ら
れ

て
い
る
。
(
正
藏
四
八

・
三
四
六

c
I

三
四
七

a
)

囮

「
摩
訂
般
若
波
羅
蜜
多
経
」
巻
第

三
、
相
行
品
第
十

(
正
藏
八

・
二
三

八

a
)
「
…

一
相
三
昧
。
生
行

三
昧
。

一
行
三
昧
。

不

一
行
三
昧
。

妙

行

三
昧
…
」
第

五
問
乗

品
第
十

八

(
二

五

一
b
)

「
…

一
荘
嚴

三
昧
。
生
行

三
昧
。

一
行

三
昧
、

不

一
行

三
昧
。
妙
行
三
昧
…
」
、
(
二
五
二

c
)
参
照
。
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㈹

「
大

智
度

論
」

第

四

三

(正

藏

二

五

・
三

七

三

a
)

第

四
十

七

六

c
)
。

(
三
九

八

b
)
、

(
四
〇

一
b
)

参

照

㎜

「
租
堂
集
」
第
二
(花
園
大
學
刹
本
)
九
六
先

七
頁

21

「
頓
悟
要
門
」
(岩
波
文
庫
本
)
五
八
頁

四

(
三
九

前
述
し
た
、
い
わ
ゆ
る
般
若
系
の
暉
の

一
行
三
昧
に
封
し
て
、

榜

伽
経
の
暉
に
お
け
る
系
譜
を
示
す
榜
伽
師
資
記
の
第
五
讐
峯
山
道
信

(
五
八
〇
ー
六
五
一
)
の
條
に
も

一
行
三
昧
が
示
さ
れ
る
。

道
信
に
は
菩

薩
戒
法
と
か
入
道
安
心
方
便
法
門
な
ど
の
著
が
あ
る
こ
と
が
浄
覧
の

記
す
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
立
場
は
、
楊
伽
経
の
「
諸

佛
の
心
第

一
な
り
」
と
す
る
要
理
に
よ
つ
て
、

そ
の
佛
心
の
髄
得
に

一
行
三
昧
を
依
用
し
て
い
る
。
そ
れ
は

「
印
ち
念
佛
心
、

こ
れ
佛
、

妄
念
こ
れ
凡
夫
」
と
す
る
鮎
か
ら
、

文
殊
般
若
の

一
行
三
昧
の
第

一

の
般
若
行
と
第
二
の
念
佛
と
の
爾
面
を
そ
の
謹
檬
と
し
て
い
る
。

道

信
の
一
行
三
昧
は
念
佛
に
お
い
て
佛
印
心
、

心
即
佛
と
し
て
の
念
佛

印
念
心
の
三
昧
で
あ
り
、
『
観
無
量
壽
経
』
の

「
是
心
是
佛
」
を
引
謹

㈲

し
て
五
種
の
法
門
が
開
か
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、

繹
系
統
に
お
け

る
念
佛
の
位
置
が
こ
こ
に
求
め
ら
れ
る
。

鈴
木
大
拙
博
士
は

『暉
思

想
史
研
究
第
二
、.
第
三
篇
道
信
の
輝
思
想
」
に
お
い
て
道
信
と
慧
能
と
の

一
行
三
昧
観
を
封
照
し
、

道
信
の
立
場
は

一
行
三
昧
の
静
態
的
、
空

間
的
、
實
在
的
方
面
に
重
黙
が
あ
り
、
表
面
的
相
異
が
見
ら
れ
る
が
、

同

一
経
験
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

ま
た
慧
能
の
立
揚

　

　

　

　

　

　

　

に

「
自
ず
か
ら
そ
こ
に
動
い
て
居
る
も
の
の
あ
る
を

感
ず
る
」
と
そ

の
能
動
的
な
面
を
摘
示
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
立
場
は
道
信
の

「
一
行
三
昧
に
入
れ
ば
壼
く
、
恒
沙
諸
佛
の
法
界
の
無
差
別
な
る
相

を
知
り
、
身
心
方
寸
、
睾
足
下
足
、
常
に
道
場
に
在
り
、

施
爲
學
動

㈲

み
な
こ
れ
菩
提
な
り
」
と
説
く
所
に
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
き
に
あ
げ
た
宗
密
の

『華
嚴
経
行
願
品
疏
砂
第
四
』
に
は
、

修

行
の
要
津
、
撮
心
の
關
鍵
と
し
て
四
種
の
念
佛
を
あ
げ
て
い
る
。

す

な
は
ち
、
e
稻
名
念
、
口
観
想
念
、
日
観
像
念
、

四
實
相
念
、
で
あ

つ
て
、
こ
の
念
佛
の
四
義
は
各
根
器
に
随

つ
て
淺
よ
り
深
に
い
た
り
、

最
後
を
妙
と
す
る
立
場
で
あ
つ
て
、

観
像
は

『大
寳
積
経
」
、
観
想

は

『観
佛
三
昧
海
経
及
び
坐
暉
三
昧
経
』
に
よ
り
、構
名
は
『
文
殊
般

若
維
』
の

一
行
三
昧
の
後
節

(第
二
の
立
場
)
、
最
後
の
實
相
念
佛
は

同
じ
く

一
行
三
昧
の
前
節

(第
一
の
立
場
)
す
な
わ
ち
法
界

一
如
の
般

若
行
の
立
場
を
教
謹
と
し
て
い
る
。
華
嚴

に
お
い
て

一
行
三
昧
を
念

ぬり

　

ゆ

お

佛

に
解

す

る
立

場

は
法

藏

(六
四
三
-

七

一
二
)
、

澄
観

(
七
三
八
i

八
三

九
)
各
師

の

『
入
法

界

品

(普
賢
行
願
品
)
』

の
徳

雲

比

丘

家
①
σQ
プ
亀

村
一
ツ

(六
十
華
嚴
は
功
徳
雲
、
四
十
華
嚴
は
吉
群
雲
で
あ
る
)

の
読

く

念
佛

法

門

を

理
解

す

る
上

に
引
謹

さ

れ

る
と

こ

ろ

で
あ

る
。

以

上

の

こ

と

か
ら

華

嚴

あ

る

い
は
縄

か

ら

一
行

三
昧

を
通

し

て
念

佛

の
意
義

が
把

握

さ

れ

る
。

道
信

と
弘

忍
門

下

に

み
ら

れ

る
念
佛

暉

、

。あ

る

い
は
宗

密

の

『
圓
覧

経

大

疏

砂

三
下
』

に
記

さ
れ

る

南

山

念

佛
門

暉

宗

な

ど
も

こ
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の
観
黙
か
ら
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

『
楊
伽
師
資
記
』
に
同
系
統
の
聯
秀

(六
〇
六
ー
七
〇
六
)
は
則
天
武

后
か
ら
そ
の
宗
要
を
問
は
れ
た
の
に
封
し
て

斬
州
の
東
山
法
門

(弘

忍
の
法
門
)
を
嗣
ぐ
も
の
で
あ
り

文
殊
般
若
の

一
行
三
昧
を
所
依
の

㈲

典
譜
と
す
る
と
答
え
て
い
る
鮎
な
ど
か
ら

楊
伽
系
の
縄
が

一
行
三
昧

の
思
想
と
不
離
の
關
係
に
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

師
資
記
の
簡

軍
な
内
容
か
ら
は
、
そ
の

一
行
三
昧
に
つ
い
て
の
充
分
な
意
味
は
汲

み
と
れ
な
い
が
、
前
述
の
ご
と
く
壇
経
に

一
行
三
昧
の
法
相
に
執
着

す
る
も
の
と
は
楊
伽
系
の

一
行
三
昧
を
離
念
不
動
の
立
場
で
法
界
の

一
相
を
み
る
凝
心
的
修
定
主
義
と
見
徹
し
た
こ
と
を

指
す
も
の
の
よ

圃

う
に
思
わ
れ
る
。

シ
ナ
華
嚴
宗
の
第
二
租
と
さ
れ
る
至
相
大
師
智
綴

(六
〇
ニ
ー
一ハ
六

八
)
の
『
孔
目
章
第
三
』
の
初
明
十
地
品
十
地
章
に
佛
の
境
界
を
指
し

て
畢
心
皆
當
幽
な
り

と
い
う
立
場
を
も
つ
頓
数
の
成
佛
門

と

し

て

「
頓
教
に
約
し
て
明
せ
ば
唯

一
門
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
無
相
な
り
、
何

　

　

　

　

を
以
て
の
故
に

一
行
三
昧
を
成
ず
る
を
以
て
の
故
に
、

彼
の

一
味
な

る
眞
如
の
所
成
に
乗
ず
る
が
故
に
、
諸
の
異
相
の
門
あ
り
と
読
か
ず
」

と
論
じ
、
ま
た

『
同
章
第
二
』
の
梵
行
品
明
通
観
章
に
も

「
通
観
」

と
は

一
無
分
別
智
定
な
り
と
説
明
し

「
こ
の
観
の
成
に
擦
る
に
言
説

の
相
を
離
れ
、
そ
の
罷
相
、
言
義
の
不
同
な
る
を
読
か
ず
、

但
是
れ

　

　

　

　

あ

一
行
三
昧
に
し
て
、

そ
の
剋
す
る
所
に
檬
ら
ば
頓
教
の
義
と
同
じ
」

と
し
て
、
無
相

・
一
行
三
昧
が
摯
げ
ら
れ
る
。

後
代
第
四
祀
清
涼
大

師
澄
観
に
よ
つ
て
頓
教
は

「無
言
の
言

に
寄
せ
て

直
に
言
紹
の
理
を

詮
わ
す
」
と
主
張
し
て
達
摩
縄
を
南
北
と
も
に
頓
教
と
し
て

華
嚴
の

教
判
に
撮
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

一
行
三
昧
が
念
佛
思
想
と
結
び

つ
く
同
時
代
で
も
あ
り
、
念
佛
と
別
し
て
、

一
行
三
昧
が
輝
的
意
義

を
も
つ
上
で
の
傍
謹
的
な
も
の
が
そ
こ
に
示
さ
れ
る
黙
を
注
意
さ
れ

る
べ
き
と
思
う
。

註
⑳

23

「
師

資

記
」

(
正
藏

八

五

・

一
二
八
六

c
)

⑳

九
、

コ

行

三
昧
」

十

、
「
念

心

と
念

佛
」

(
二

五
七

頁
ー

二
六

一
頁
)

25

「
師
資

記
」

(
一
二
八

七

a
)

⑳

(績

藏

一
・
七

・
五
-

四

五

七
左

上
下
ー

四

五
八
ー

右
上
)

⑳

徳
雲

比

丘

の
念

佛
門

は
十
住

の
初
獲

心
住

に
當

る
善

知

識
と

し

て
理

解

さ

れ

て
い
る
。

六

十
華

嚴

四
六

、
(正
藏

九

・
六

八
九

c
ー

六
九
〇

a
b
)
.

八

十
華

嚴

六

二
、

(
正
藏

十

・
三

三
四

a
b

c
)
、

四

十
華

嚴

四

(正

藏
士

六

七

九
b
!

七
八

〇
.a
b
)
、

「
探

玄
記

」

十

八
、

(
正
藏

三

五

・
四

五

廿

a
b
)

に
功

徳

雲

比

丘

の
静
思

経

行
を

繹

し

て
般

舟

三
昧

と

一
行

三
昧

が

あ

げ

ら
れ

る
。

凋

「
経

疏
」

五
六

(
正
藏

三
十

五

・
九

二
三

b

c
)

}
行

念
佛

三
昧

を

も

つ
て

「
一
行

と

は

一
法

界

の
行

な
る
故

に
」

と

し

そ

の
立

場

を
と

い
て

い

る
。

「
演
義

砂

」

八

五

(
正
藏

三
六

・
六

六

七

a
)
「
行

願

品
疏

」

四

(
績

蔵

一
・
七

・
四
ー

二
八

五
左
)

参

照

29

「
圓

畳
経

大

疏
砂

三
下
」

(
績

藏

「
・
十

四

・
三
-

二
七
九

左

上
)

80

「
師
資

記

」

(
正
藏

八

五

・

=

一九
〇

a
-

b
)

㈱

「
紳

會
録
」

「
壇
経
」

に

は

一
行

三
昧

と

い
う

語

は

そ

の
凋

自

の
意

義

を
以

つ
て
説

か

れ

る
が

、
「
文

殊
般

若

」

に
依

る

と

い
う

立
場

は

表
面

に

は

で

て

い
な

い
。

樗

伽
系

、

い
わ
ゆ

る

北
宗

の
立
場

が

文
殊

般

若

の

一
行

を
説

く

た
め

、
強

い
て
文

殊

般
若

を

い
わ

な

い
の

で
あ

ろ
う

か
。

念

佛
門
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に
対
し
て
で

あ
ろ
う
か
。

起
信
論
的
な

眞
如
三
昧
を
通
し
て

輝
猫
自
の

「
一
行
」
を
展
開
す
る
故
に
強

い
て
交
殊
般
若
の
教
謹
を
か
ら

ぬ
の
で
あ

ろ
う
か
。

璽

猟
墨

三
錠
難

蕪

麗

、
=
五
四
八
a)

㈱

「華

嚴

玄
談

」

五

(績

藏

一

・
八

・
三
ー

二
五

一
ー

二

五

二
)

五

輝
思
想
の
創
成
時
代
に

一
行
三
昧
の
語
は
軍
な
る
諸
三
昧
と
並
列

　

的

に
取
り
扱
わ
れ
た
の
で
は
な
く
し
て
重
要
な
思
想
史
的
意
義
を
も

つ
た
こ
と
が
前
読
の
如
く
知
ら
れ
る
繹
で
あ
る
。

文
殊
般
若
の
一
行
三
昧
は
浮
土
門
で
は
善
導
以
後
、

雑
行
を
さ
け

構
名

一
行
の
専
修
の
意
義
を
基
礎
づ
け
る
教
詮
で
あ
り
、

事
の

一
行
,・

念
佛
三
昧
と
し
て
澤
土
教
家
に
依
用
さ
れ
る
基
礎
を

つ
く

つ
た
よ
う

に
、
暉
に
お
い
て
は
、

般
若
波
羅
蜜
の
實
践
が
そ
の
ま
ま
無
念
、
無

心
、
あ
る
い
は
般
若
三
昧
と
し
て
罷
得
さ
れ
る
所
に
、

能
動
的
に
は

日
常
の
行
住
坐
臥
を
通
じ
て
常
に
眞
で
あ
り

純

一
に
直
心
で
あ
る

一

行
を
、

一
行
三
昧
と
呼
び
、

し
か
も
そ
の
法
界
の

一
相
に
も
執
着
し

な
い
無
相
な
る

一
相
三
昧
と
も
構
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
つ
た
。
輝
門

あ

る
い
は

念
佛
門
に
お
い
て
文
殊
般
若
の

コ

行
」
(
一
行
相
、

一

相
荘
嚴
と
も
課
さ
れ
る
)
が
輝
定
の
内
容
が
卒
等
、

一
相
で
あ
る
と

い
う
原
義
に
加
え
て

「
一
行
の
み
の
專
修
」
「
一
行
印

一
切
行
」
あ
る

い
は

「
諸
行
の
根
本
」
と
し
て
そ
の
當
時
に
用
い
ら
れ
た
意
義
が
あ

り
、
そ
の
コ

行
」
と
い
う
語
裏
に
佛
教
的
實
践
に
お
け
る

「直
に
、

專
ら
に
、唯

一
に
、頓
に
、
全
て
な
る

一
と
し
て
」
、
と
い
う
意
が
包
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
限
り
に
お
い

て

一
行
三
昧
は
原
義
と
異
な
る
意
味
に
用

い
ら
れ
た
と
い
え
る
。

し

か
し
、
そ
の
黙
こ
そ
他
の
當
時
の
大
乗
諸
暉
観
と
匠
別
し
て

こ
の
三

昧
が
特
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
根
檬
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
、

唐
代
中
期
以
後
の
教
學
の
註
繹
的
理
解
に
件
な
う
煩
蹟
な
實
践
方
式

よ
り
脱
し
て
新
し
い
修
詮
の
道
を
求
め
て
シ
ナ
佛
教
の
行
道
面
が
推㈹

移
し
て
行
く
上
で
の

一
つ
の
橋
渡
し
の
役
割
を
演
じ
た
と
い
え
る
。

宋
代
に
入

つ
て
佛
敏
の
實
践
的
基
盤
が
暉
と
念
佛
と
に
集
約
さ
れ
た

こ
と
も
そ
れ
を
如
實
に
物
語
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

暉
と
念
佛
と
の

⑰

通
路
、

あ
る
い
は
縄
系
統
の
念
佛
の
源
泉
も
こ
の

一
行
三
昧
の
交
差

す
る
虞
に
求
め
ら
れ
る
。

縄
に
お
い
て
、

一
行
三
昧
は
e
無
念
な
る
般
若
行
と
し
て
、

口
無

心
の
實
践
と
し
て
、
⇔
純

一
直
心
の
艦
得

と
し
て
、

四
樗
伽
系
の
暉

の

一
典
譜
と
し
て
、
㈲
暉
と
念
佛
の
通
路

と
し
て
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
繹

髄
験
を
顯
わ
す
重
要
な
意
義
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、

シ
ナ
人
の

縄
艦
験
に
適
合
し
た
豊
富
な
縄
思
想
の
展
開
と
共
に

そ
の
役
目
を
果

し
て

一
行
三
昧
の
語
は
漸
次
置
き
換
え
ら
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。

こ

の
黙
か
ら
は

「
一
行
三
昧
」
が
暉
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
、

そ
の
語
義

が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
観
貼
か
ら
で
は
な
く
、

初
期
の

輝
思
想
の
中
に
そ
の
艦
験
を
表
詮
す
る
も

の
と
し
て
特
に

一
行
三
昧
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を
選
ん
で
依
用
し
た
意
義
を
追
求
す
る
の
が

眞
の
本
義
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
に
暉
思
想
の
源
泉
を
も
汲
む
こ
と
が

で
き
よ
う
。

「教
學
的
背

景
を
も
つ
禮
　用
語
」
の
槍
討
に
際
し
て
は
常
に

こ
の
観
鮎
か
ら
省
察

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

註
㈲

コ

行

三
昧

に

つ

い
て
」

(
竜
谷

大

學

論
集

三

六
〇

號

一
～

一
〇
頁

)
で

藤

原
凌

雪

氏

は
念

佛

門

の

一
行

三
昧

の
意
義

を

と
き

善

導

の
立

場

を
、

こ

の

一
行

を

事
、

即

ち
稽

名

一
行

の
専

修
と

し
た

こ
と

、
慶

〆
観

立

γ稻

の
意

圖

を

も

つ
も

の
、

一
切

諸

佛

の
通
途

よ

り
彌

陀

一
佛

の
別
途

へ
、

そ

の
意

義

を
見

出

す
根

撮

と

し

た
ご

と

を
論

じ

て

お
ら

れ
る

。

㈹

「
夢

中

問
答

」

下

(岩

波
本

)

一
八

八
頁

に

「
浄

土
宗

を

立

て

玉

へ
る

先
徳

の
絵
行

を

き

ら

ひ
玉

へ
る
も

、

先

づ
此

の

「
行

三
昧

を
成

就

せ
し

め

ん

た

め
な

り
」

と

輝

の
立

場

か
ら

、

一
行

三
昧

を
通

し

て
念
佛

門

を
理
解

し

て
い
る
。

㈱

こ

の
論

の
始

め

に

一
行

三
昧

の
語

が

,華

嚴
、

天

台
、

暉
、

浮

土

な

ど

を
通

じ
て
各

々
そ

の
意

義

を

も

つ
と

い
つ
た

が
、

そ

の

三
昧

の
内

容

が
何

を
示

す

か
と

い
う

こ
と

は

異

な

つ

て

い
る
課

で

あ
ろ

う

が
、

こ
の

一
行

三

昧

と

い
う
語

が

、
唐

代

中

葉

よ
り

宋

代

に
至

る
佛

教

の
實

践

面

で

の

一
貫

し
た

も

の

に
通
路

を
見

出

す

一
つ
の
鍵

と

な

る
慮

に

も

こ
の
語

の
意
義

が

窺

わ
れ

る

で
あ

ろ
う

。

こ
の

こ

と
は
今

後

の
課

題

と

し

て
残

さ

れ
る
。

む

す

び

「
心
に
階
曲
を
行
い
口
に
法
直
を

(あ
る
い
は

「但
、
直
を
説
く
」
)

説
く
こ
と
莫
れ
。

口
に

一
行
三
昧
を
説
き
直
心
を
行
ぜ
ぎ
る
は
佛
弟

子
に
非
ず
」
と
壇
経
は
訓
え
て
い
る
。

「教
學
的
背
景
を
も
つ
暉
思

想
の
用
語
」
と
し
て

こ
こ
に

「
一
行
三
昧
」
を
抽
出
し
た
理
由
は
、

コ

行
」
と
い
う
語
が

一
見
、
形
式
的
、

抽
象
的
な
た
め
に
充
分
そ

の
語
に
盛
ら
れ
た
内
容
を
把
握
し
が
た
い
こ
と
、

ま
た
恣
意
的
な
解

繹
に
な
り
易
い
こ
と
に
留
意
し
て
み
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
壇
経
の

訓
え
は
縄
用
語
が
常
に
暉
盟
験
の
裏
づ
け
を

以
つ
て
語
ら
れ
る
事
を

示
し
て
い
る
。

暉
思
想
の
研
究
に
も

「
悟
を
以
つ
て
則
と
爲
す
」
立

　

　

　

　

場
、

す

な
は

ち

「
教

か
ら
暉

へ
、

暉

か
ら

教

へ
」

の
操

作

が

不

可
鉄

の
も

の

と
さ

れ

る

で
あ

ろ

う
。

附

記

鈴

木

大

拙

博

士

は

「
暉

論

第

二

」

で

一
行

三

昧

に

つ

い

て

次

の

如

く

い

つ

て

い

る

。

H
昌

げ
げ
Φ

ω
9
昌
ω
閃
ユ
梓

げ
O
図
梓

昌
O
妻

①
×
梓
P
口
け

什
げ
冨

ω
ρ
ヨ
画
α
げ
一
冨

o
巴

冨

自

o
犀
9
<
団
q
ゲ
ρ

。。
ρ
9

91
α
ぼ

.
<
団
q
げ
ρ

δ

αq
Φ
づ
霞

巴

な

お

昌
山
①
目
Φ
α

9
。。

昌

賃
9
ロ
σq
-
団
窪

(
荘

嚴

)

一
昌

〇
三

器

ω
ρ

ヨ

Φ
p
巳

昌
σq

..o
臼
げ
①
=
一。。
7

白

o
嵩
什
""燭

..餌
環

9
団
..り
o
り

、、
碧

鎚

昌
σQ
①
白

Φ
昌
叶

貯

o
機
鳥
霞

噛"、
日
げ
Φ

ω
o
昌
ω
Φ

δ

樋
げ
o
≦
o
<
o
『
・
昌
o
叶

8

ρ
目

ρ
昌
αp
Φ

什
江

口
σq
ω

日

o
員

蔓

h
o
目

什
げ
⑦

。。
ρ
閃
①

O
h

α
Φ
O
O
↓
ρ
江
O
昌
恥
律

一
〇。

伴
O

h
旨
一

什
げ
Φ

ρ
σ
Qn
貯

ρ
O
げ

び
9
羅

①
ロ
目
Φ
ω
ω

O
h

図
①
巴

津
団

≦

沖
げ

ヨ

巳

江
甘

一
〇
一怠
①
9

p
昌
α

津

日

ρ
団

ぴ
①

お

σq
碧

血
①
α

ω
o
ヨ

Φ
註
ヨ

①
ω

9
ω

ω
団
ロ
o
昌
団
日

o
賃
ω

宅

騨
げ

.、貯

象

く
乙

高
巴

冒
ρ
鉱
o
P

.、
○
同

..℃
p
詳

一
〇
巳

鴛

0
9

①
o
挫
・
.、
国
犀
p
〈
図
q
げ
9
"
夢

①
H
⑦
8

H
ρ

弓

9
団

日

Φ
p
員

、.o
昌
①

℃
舘

江
o
巳

碧

0
9

Φ
o
鴨
.
㊤
口
α

o
閃
㊤
<
団
q
げ
甲

ω
ρ
日

91
山
匡

..p

ω
9
ヨ
ー

澄

ぼ

註

爵

§

Φ

。
蕊

Φ
g

ヨ

三

霧

、、
H
二

ω

a

窪

2

犀

8

け
欝

Φ

げ
ω
一
品

8

げ
Φ

Φ
ρ
忌

く
巴

。
暮

梓
o

〈
団
q
げ
ρ
獄

o
同

訂

冒

σq

一
。。

易

9

一
団

串

曙

帥
・
も

H
o
ω

以

上

に

よ

る

と

o
閃
ρ
<
団
51
げ
p

(

一
荘

嚴

)

を

一

行

と

理

解

す

る

こ

と

は

困

難

で

あ

る

と

い

う

が

、

こ

こ

で

い

う

行

は

O
碧

嵐

と

い

う

義

で

は

な

く

、

行

相

の

い

み

で

あ

ろ
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＼

う

。

故

に

ω
p
日

似
α
ぼ

》

こ

こ

で

は

行

ω
ρ
ヨ

ω
吋
騨

P

る

。
(
国
閃
91
犀
9
目
9
)

て

荘

嚴

一
行
三
昧
は
法
界
の

(
〈
急

冨

)

た

ご
と

く

こ

の

一
行

が

原

義

に

な

い

い

み
を
も

つ

て
使

用

さ

れ

る

の

で
あ

る
。

に
ま

で
能

動

的

に

眞

如
李

等

な

る
立
場

を
把

握

し

て
行

こ
う

と

す

る

輝

の
立

場

は

Ω
9
日
9
昌
9

の
領
域

ま

で
そ

れ

を
理

解

し

よ

う

と

す

る
も

の
で
あ

ろ
う

。
申

村

元

博

士

は

「
六
租
慧

能

は

こ

の

一
行

三
昧

(
イ

ン
ド
的

な
)

を
人

間

の

一
切

の
日
常

生

活

に

通

ず

る
活

濃

な

能
動

的

な

も

の

に
改

め

て

い
る
」

と
論

じ
、

そ

こ

に
琿

の

「
作
務

」

の
精

神

の
基

礎

を

み

て

い
る
。

(現
代
脚
講

座
-
二
三

一
i

二
三

二
頁
)
。

一
行

三
昧

は
先

に

あ

げ

た

《

国
吋
欝

霞

o

口
9、
ヨ
9

に
近

い

の
で

は

あ

る
ま

い
か
。

(
相
)

は
《

91
犀
91
蚕

》

に
當

る
。

通

常

「
行

」

は

0
9
蔓

斜

o
霞

淳
P

σQ
9
5
p
昌
2

の
繹

と

見

ら

れ

一
相

な

る

こ
と

の

縄

定

に

お

い

て

で
あ

り
、

そ

れ
は
眞

如

卒

等

な

る
法

界

を
も

つ

と
す

る

輝
定

で
あ

つ
た
。

し

か

し
前
述

し

0
9
曙

91

(實

践

行

法
)

の

行

住

坐
臥

の
四
威

儀

伊

藤

和

男

著

白
幽
子
ー

史
實
の
新
探
究

「
夜

船
閑
話
」
中
の
白
幽
子
な
る
も
の
が
、
果
し
て
實
在

の
人
か
、

或
は
自
隠
が
自
読

を
述

べ
る
爲
に
拮
提
し
来

つ
た
象
徴
的
な
仙
人
に
過

ぎ
な
い
か
に
關
し
て
は
、
諸
説
が
あ

つ
て
、
容
易
に
漸
定
し
難

い
と
こ

ろ
の
興
味
深

い
昔
か
ら
の
問
題
で
あ

る
。
伊
藤
さ
ん
は

こ
の
問
題
と
取

つ
組
ん
で
、
極
め
て
稀
な
、
而
も
敬
ら
ば

っ
て
居
る
既
知
の
資
料

を
多

年

に
亘

っ
て
苦
心
し
て
探

し
集
め
、
且

つ
又
、
白
幽
子
實
在
の
き
め
て

と
な
る
最
も
重
要
な
資
料

で
あ
る
白
幽
子
の
過
去
帳

を
始
め
、
諸
種
の

新
資
料

を
護
見
し
、

こ
れ
に
基

い
て
、
こ
の
度
白
幽
子

の
史
實

に
關
す

る
新
研
究
を
纒
め
て
公
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
と

れ
に
よ
つ
て
、

從
來
渾
沌
と
し
て
つ
か
み
に
く
か

つ
た
白
幽
子
の
全
貌
が
、
多
方
面
か

ら
浮
び
上

つ
て
來
て
、
白
幽
子

に
關
心
を
持

つ
吾

々
に
取
つ
て
は
、
積

年

の
眼
甥
が
佛
わ
れ
た
想

い
が
す
る
。
も
と
よ
り
、
白
幽
子
に
關
し

て

は
、
な
お
將
來
の
研
究

に
侯

た
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
若
干

の
問
題
が
残

る

で
は
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
こ
の
書

が
恐
ら
く
、
こ
れ
ま
で
の
白
幽
子

研
究
中
最
も
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑

い
を
容
れ

ぬ
と
こ
ろ
で

あ
る
」
(
久
松
眞

一
博
士

の
序
文
か
ら
)
。

著
者

は
印
度
哲
學
を
専
攻
し
た
學
究
で
あ
る
が
、
夜
船
閑
話

に
記
さ
れ

た
内
観
の
法
か
ら
、
白
幽
子
そ
の
人
の
史
實

を
究
明
す
る
に
至

つ
た
の

で
あ

る
。

こ
れ

に
よ
れ
ば
、
白
幽
子
の
死
は
寳
永
六
年

(
一
七
〇
九
)

で
あ
り
、
夜
船
閑
話

に
記
さ
れ
た
白
隠
と
白
幽
子
の
出
會

い
は
寳
永
七

年

と
あ
る
の
で
、
こ
の
出
會
い
を
事
實
と
す
る
限
り
、
こ
の
年
號
の
食

違
い
は
白
隙

の
記
憶
の
誤
り

に
阪
す
る
他
は
な
い
と
さ
れ
る
。

白
幽
子
が
生
前
か
ら
か
な
り
高
名
な
隠
逸
者
で
あ
り
、
死
後
も
崎
人
傳

や
神
仙
記
傳
等
に
傳
え
ら
れ
、
そ
の
遺
墨
が
諸
庭
に
か
な
り
多
く
珍
藏

さ
れ
て
き
た
史
實

が
明
か
に
さ
れ
て
い
る
。
附
録
と
し
て
、
夜
船
閑
話

の
全
文
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。
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